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１．研究目的 

アルデヒドやケトンなどのウィッティヒメチレン化は、有機合成化学において最も重要な反 
応の一つである。今回演者は、フッ化セシウムがメチルトリフェニルホスホニウムブロミドとカ

ルボニル化合物とのウィッティヒ反応を良好に促進して、対応するメチレン化体を収率良く与え

ることを見出した。 
 
２．研究の概要 
ベンゾフェノン、メチルトリフェニルホスホニウムブロミド（２当量）、フッ化セシウム（２ 

当量）および未精製の試薬級キシレンの混合物を大気下において１１時間還流したところ、1,1－ 
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ジフェニルエチレンが 99% の収率で得られた。シクロペンタノンのようなエノール化しやすい
ケトンのウィッティヒメチレン化も容易である。例えば、フッ化セシウム存在下における 3－オ
クチルシクロペンタノンとメチルトリフェニルホスホニウムブロミドとの反応は、対応するメチ

レン化体を収率 90% で与えた。無反応溶媒下における有機合成は、グリーンケミストリーの観 
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点から重要であるが、反応溶媒を一切使わないケトンのウィッティヒメチレン化の成功例はこれ

まで一つもない。ベンゾフェノン、メチルホスホニウム塩およびフッ化セシウムの混合物を 150℃ 
で１４時間保ったところ、対応するエチレン誘導体が 72% の収率で得られた。 
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３．応用の可能性 
カルボニル化合物の簡便なウィッティヒメチレン化法としての利用が期待できる。 
 


